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平成２５年９月２５日

担当課 県立博物館 学芸課

（担当者） （石田）

電 話 ０８５７－２６－８０４４

歴史講演会「因幡守･在原行平と因幡介･春道永蔵」の参加者募集
い な ば のかみ ありわらのゆ き ひ ら す け は るみちのな が く ら

平安時代初期の貴族、在原行平（818 ～ 893）は、詩歌に秀でた人物として知られ
ており、『古今和歌集』に収められ、『小倉百人一首』の中の一首としても有名な「立

ち別れ いなばの山の 峯におふる まつとし聞かば いまかへりこむ」は、行平が

因幡守を務めた斉衡２（855）年から天安元（857）年頃に詠まれた歌と考えられてい
ます。

また、行平の部下として天安元（857）年まで因幡介を務めた春道永蔵（生没年不
明）は、承和６（839）年に遣唐使の一員として唐へ渡り、在唐中は唐への貢物、日
本への輸入品の管理を担当し、中国語に通じ実務に長けた人物と推測されています。

平安時代初期は、こうした詩歌や中国文化に通じた「文人」が重く用いられた時期

である。今回の講演会では二人の事跡を通じて、当時の因幡国の様子を解説するとと

もに、現在、鳥取県東部に伝わる在原行平伝承についても紹介します。

記

１ 日 時 平成２５年１０月６日（日）午後２時～３時３０分

２ 会 場 鳥取県立博物館 講堂

３ 講 師 鳥取県立博物館 学芸課人文担当 主幹学芸員 石田 敏紀
い し だ としのり

４ 定 員 なし（聴講料無料、申込不要）

５ その他 県民カレッジ連携講座

６ 問い合わせ先 鳥取県立博物館 学芸課人文担当

〒６８０－００１１ 鳥取市東町２－１２４
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